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（
三
）
詩
歌

ア

詩
歌
の
指
導
法

教
科
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
詩
歌
教
材
は
、
詩
・
短
歌
・
俳
句
の
三
つ
の
ジ

ャ
ン
ル
が
中
心
で
あ
る
が
、
最
近
は
、
川
柳
や
連
句
（
付
け
句
）
、
連
詩
と
い

っ
た
ジ
ャ
ン
ル
も
盛
況
で
あ
り
、
指
導
者
に
は
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
魅
力
あ
る
古
今
の
作
品
を
生
徒
に
紹
介
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
「
源

氏
物
語
」
や
「
奥
の
細
道
」
と
い
っ
た
古
典
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
詩
歌

と
散
文
は
決
し
て
相
容
れ
な
い
も
の
で
は
な
く
、
日
本
の
文
学
の
伝
統
に
お
い

て
は
深
い
関
わ
り
が
あ
る
。
詩
歌
を
取
り
扱
う
単
元
を
特
別
視
す
る
こ
と
な
く
、

取
り
扱
う
科
目
の
一
連
の
流
れ
の
中
で
、
授
業
案
を
構
築
し
た
い
。

詩
歌
の
授
業
に
お
け
る
目
標
は
、
文
学
的
な
文
章
（
散
文
）
と
同
様
に
、
表

現
の
仕
方
に
注
意
し
た
り
、
想
像
力
を
働
か
せ
た
り
し
な
が
ら
読
み
味
わ
い
、

も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

詩
歌
で
も
、
論
理
的
な
文
章
や
文
学
的
な
文
章
（
散
文
）
と
同
様
に
、
作
品

に
描
か
れ
た
人
物
や
情
景
、
心
情
な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み
味
わ
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
内
容
の
読
み
取
り
が
恣
意
的
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
客

観
的
な
根
拠
を
作
品
か
ら
探
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
詩
歌
は
一
語
一
語

に
込
め
ら
れ
る
意
味
の
凝
縮
度
が
、
散
文
に
比
べ
て
一
般
に
高
い
。
そ
の
た

め
、
散
文
の
学
習
の
時
以
上
に
、
表
現
の
特
色
に
注
意
し
て
読
む
こ
と
が
必

要
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
言
う
表
現
の
特
色
に
は
、
作
品
の
文
体
や
形
式

（
文
語
体
と
口
語
体
、
定
型
詩
と
自
由
詩
な
ど
）
、
修
辞
技
法
（
比
喩
や
反
復
、

倒
置
な
ど
）
、
同
じ
母
音
の
繰
り
返
し
に
よ
る
表
現
効
果
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
表
現
の
特
色
を
、
生
徒
た
ち
に
気
付
か
せ
る
た
め
に
効
果
的

な
学
習
活
動
と
し
て
、
音
読
が
挙
げ
ら
れ
る
。
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
作
品
特
有
の
リ
ズ
ム
や
響
き
に
気
付
く
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
初
読
の
感

想
を
ま
と
め
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
作
品
の
内
容
を
詳
述
す
る
こ
と
も
効
果
的

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
作
者
や
同
時
代
の
詩
歌
を
読
み
比
べ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
内
容
や
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
の
特
色
を
見
い
だ
し
、
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
余
り
に
も
細
部
を
分
析
的
に
読
む
こ
と
に
偏
る
と
、
作
品
全
体
の

味
わ
い
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
生
徒
の
主
体
的
な
読
み
を
大
切

に
し
た
い
。

イ

近
・
現
代
詩
の
扱
い
方

近
・
現
代
詩
は
難
解
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
や
す
い
。
だ
が
、
近
・

現
代
詩
に
も
、
論
理
的
な
文
章
や
文
学
的
な
文
章
と
同
様
、
作
者
の
伝
え
た
い

意
図
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
意
図
は
往
々
に
し
て
、
論
理

的
な
文
章
が
問
題
提
起
に
お
い
て
挙
げ
る
よ
う
な
、
日
常
生
活
で
ふ
と
気
付
い

た
新
た
な
発
見
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
と
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
哲
学
的
な
テ
ー
マ
か
ら
、
語
句
の
意
味

や
用
法
の
発
見
な
ど
の
言
語
学
的
な
問
題
な
ど
、
多
種
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「I
w

as
born

」
（
吉
野
弘
）
を
前
者
に
お
い
て
説
明
す
れ
ば
、
「
目
ま
ぐ
る
し

く
繰
り
返
さ
れ
る
生
き
死
に
の
悲
し
み
」
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
後
者
に
お
い
て

み
れ
ば
、
「
生
ま
れ
る
」
と
い
う
表
現
に
潜
む
「
生
き
る
こ
と
の
は
か
な
さ
」

が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
主
題
の
表
現
の
場
と
し
て
、
ま
た
は
理
論
の

実
験
の
場
と
し
て
作
品
は
制
作
さ
れ
て
い
る
。
理
論
の
実
験
で
あ
る
場
合
、
読

解
が
困
難
に
感
じ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
表
現
の
特
色
に
着
目
す
る
点
で
は
、
や

は
り
、
論
理
的
な
文
章
や
文
学
的
な
文
章
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
何
ら
変
わ

る
こ
と
は
な
い
。
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学
習
順
序
を
具
体
的
に
示
せ
ば
、
作
品
の
形
態
・
内
容
に
応
じ
た
効
果
的
な

朗
読
、
生
徒
の
感
想
交
流
、
各
連
・
各
行
の
内
容
検
討
、
語
句
や
修
辞
技
法
の

理
解
、
情
景
や
心
理
の
把
握
、
文
体
・
調
べ
の
構
造
の
分
析
と
い
っ
た
順
序
で

の
読
解
作
業
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
授
業
の
最
後
に
総
合
的
な
鑑
賞
及
び
感
想

の
文
章
化
の
時
間
を
取
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

ウ

短
歌
・
俳
句
の
扱
い
方

短
歌
と
俳
句
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
詩
の
中
で
生
き
残
っ
た
二
つ
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
新
聞
に
短
歌
欄
・
俳
句
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
、
世
の
中
で
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
詩
の
形
式
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
古
典
和
歌
と
の
関
連
を
教
え
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
生
活
や
心
情
を
十
分
に
表
現
で
き
る
親
し
み
や
す
い

表
現
形
式
で
あ
る
こ
と
を
、
生
徒
に
実
感
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。
授
業
の
中

で
は
音
読
を
大
切
に
し
た
い
。
と
り
わ
け
短
歌
は
声
に
出
し
て
歌
わ
れ
た
時
代

の
名
残
を
受
け
継
い
だ
詩
で
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
言
葉
の
響
き
や
五
・
七
・
五

・
七
・
七
の
リ
ズ
ム
が
、
言
葉
の
意
味
と
同
様
に
豊
か
な
も
の
を
伝
え
て
い
る
。

ま
た
気
に
入
っ
た
作
品
は
ぜ
ひ
暗
唱
さ
せ
よ
う
。
散
文
と
違
っ
て
容
易
に
覚
え

ら
れ
る
短
歌
や
俳
句
は
、
生
徒
の
心
の
宝
物
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
ア
）
短
歌
の
指
導

短
歌
の
読
解
指
導
に
お
い
て
は
、
場
面
の
理
解
と
心
情
の
解
釈
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。
省
略
や
飛
躍
な
ど
の
技
法
を
駆
使
し
、
言
い
た
い
こ
と
を
圧
縮
し
て

示
す
の
が
短
歌
の
表
現
で
あ
る
が
、
圧
縮
さ
れ
た
言
葉
を
解
い
て
元
の
場
面
を

再
現
す
る
こ
と
が
場
面
の
理
解
に
つ
な
が
る
。
作
品
に
使
わ
れ
て
い
る
修
辞
や

用
語
を
手
が
か
り
に
、
季
節
・
時
間
・
場
所
・
天
候
な
ど
を
具
体
化
し
て
い
く

と
、
そ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
心
情
も
お
の
ず
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

作
者
や
作
品
に
つ
い
て
調
べ
学
習
を
さ
せ
る
の
も
よ
い
が
、
作
者
の
履
歴
と

作
品
の
解
釈
を
結
び
付
け
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
た
い
。
指
導
者
は
、
一
首

の
独
立
性
を
意
識
し
て
、
生
徒
の
解
釈
を
手
助
け
す
る
と
よ
い
。

（
イ
）
俳
句
の
指
導

俳
句
の
読
解
指
導
は
、
短
歌
と
の
共
通
点
も
多
い
が
、
よ
り
困
難
な
点
も
あ

る
。
切
れ
字
・
季
語
等
の
式
目
に
加
え
て
、
省
略
・
切
り
捨
て
の
多
用
、
暗
示

的
・
即
物
的
な
表
現
態
度
、
言
外
の
余
情
な
ど
、
俳
句
特
有
の
表
現
上
の
特
色

が
作
品
の
解
釈
を
難
し
く
感
じ
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
句
意
を
正
確
に

取
る
た
め
に
は
、
作
者
の
生
活
や
時
代
背
景
、
季
語
の
使
用
方
法
な
ど
の
予
備

知
識
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
多
い
。
指
導
者
は
こ
れ
ら
の
点
を
心
得
て
作
品
理

解
を
深
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
授
業
の
際
に
は
で
き
る
だ
け
生
徒
の
読
解

を
大
切
に
す
る
よ
う
心
が
け
た
い
。

情
報
量
の
少
な
い
俳
句
の
解
釈
は
、
生
徒
の
経
験
や
想
像
に
委
ね
ら
れ
る
部

分
が
多
く
、
導
入
を
工
夫
す
れ
ば
、
解
釈
を
楽
し
む
生
徒
は
少
な
く
な
い
。
生

徒
が
相
互
に
解
釈
と
根
拠
を
述
べ
合
い
、
交
流
を
通
し
て
読
解
を
深
め
合
う
活

動
を
行
う
の
に
、
最
適
な
教
材
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
短
歌
と
同
じ
く
、
場
面
の
理
解
と
心
情
の
解
釈
で
あ

る
が
、
切
れ
字
と
季
語
の
指
摘
は
確
実
に
行
い
た
い
。
そ
し
て
、
十
七
音
と
い

う
極
限
ま
で
切
り
詰
め
ら
れ
た
字
数
の
中
に
、
か
え
っ
て
無
限
の
空
間
が
広
が

る
こ
と
を
、
生
徒
に
感
じ
さ
せ
た
い
。

変
化
に
富
ん
だ
四
季
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
、
日
本
人
の
感
性
や
美
意
識
が

豊
か
に
育
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
、
短
歌
・
俳
句
の
学
習
を
通
じ
て
伝
え
た
い
も

の
で
あ
る
。
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◆
参
考
資
料
◆

生
徒
だ
け
で
な
く
、
指
導
者
に
と
っ
て
も
有
用
な
書
籍
で
あ
る
。

小
海
永
二
『
現
代
詩
の
解
釈
と
鑑
賞
事
典
』
旺
文
社

一
九
七
九
年

近
代
・
現
代
の
名
詩
二
一
三
編
を
収
め
、
詳
し
い
解
釈
と
鑑
賞
を
記
し
た
ほ

か
、
詩
作
の
た
め
の
表
現
技
法
に
つ
い
て
も
解
説
し
た
一
冊
。

瀬
戸
賢
一
『
日
本
語
の
レ
ト
リ
ッ
ク
―
文
章
表
現
の
技
法
―
』
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア

新
書

二
〇
〇
二
年

隠
喩
や
換
喩
な
ど
の
レ
ト
リ
ッ
ク
三
〇
種
類
を
分
類
・
説
明
し
た
一
冊
。

加
藤
治
郎
『
短
歌
の
ド
ア
』
角
川
書
店

二
〇
一
三
年

映
画
の
歌
・
遊
び
の
歌
な
ど
異
色
の
分
類
が
魅
力
的
な
、
人
気
の
歌
人
に
よ

る
短
歌
の
入
門
書
。

栗
木
京
子
『
短
歌
を
楽
し
む
』
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書

一
九
九
九
年

短
歌
の
面
白
さ
、
奥
深
さ
を
分
か
り
や
す
い
表
現
で
説
く
、
現
在
活
躍
中
の

女
流
歌
人
に
よ
る
入
門
書
。

神
野
紗
希
・
水
野
タ
ケ
シ
『
こ
れ
か
ら
始
め
る
俳
句
・
川
柳

い
ち
ば
ん
や
さ

し
い
入
門
書
』
池
田
書
店

二
〇
一
四
年

俳
句
と
川
柳
の
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
礎
知
識
、
素
材
の
見
つ
け
方
、
作
り

方
の
コ
ツ
な
ど
を
丁
寧
に
解
説
し
た
入
門
書
。

コ
ラ
ム
⑬
【
連
詩
の
試
み
】

連
詩
と
は
、
詩
人
の
大
岡
信
氏
が
、
連
歌
・
連
句
を
発
展
さ
せ
て
提
唱
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
京
書
籍
発
行
の
『
国
語

四
年
下
』
に
は
「
連
詩
に
ち
ょ

う
せ
ん
し
よ
う
」
と
い
う
単
元
名
で
教
材
化
さ
れ
て
い
る
。
連
歌
や
連
句
の
よ
う
に
厳
格
な
規
則
は
定
ま
っ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
独
立
行

政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
が
募
集
し
た
「
宇
宙
連
詩
」
の
ル
ー
ル
を
紹
介
す
る
。

一

五
行
の
詩
を
「
発
句
」
と
し
て
、
つ
ぎ
に
三
行
の
詩
、
さ
ら
に
五
行
の
詩
、
…
…
と
、
五
行
の
詩
と
三
行
の
詩
を
繰
り
返
し
て
い
く
。

二

直
前
の
詩
の
中
か
ら
、
あ
る
言
葉
、
ま
た
は
、
あ
る
一
行
を
引
用
し
て
次
の
詩
を
作
成
す
る
。
「
引
用
」
に
つ
い
て
は
、
直
前
の
詩
の
中
の
言
葉
や

行
を
直
接
引
用
し
て
も
、
直
前
の
詩
の
中
の
言
葉
や
行
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
踏
襲
し
て
別
の
言
葉
に
変
更
し
て
も
よ
い
。

三

連
詩
を
つ
く
る
（
続
け
る
）
た
め
に
、
以
下
の
点
に
気
を
付
け
る
。

（
一
）
直
前
の
詩
の
内
容
に
あ
ま
り
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
発
想
す
る
。

（
二
）
抽
象
的
な
表
現
に
終
始
せ
ず
、
具
体
的
な
作
品
に
す
る
。

（
三
）
次
に
続
く
よ
う
に
、
完
結
さ
せ
な
い
。

五
行
・
三
行
の
詩
を
書
く
こ
と
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
一
行
の
詩
で
続
け
て
い
っ
て
も
よ
い
。
例
え
ば
、
雑
誌
「
現
代
詩
手
帖
」
で
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

利
用
し
、
一
行
の
詩
は
四
十
文
字
以
内
と
い
う
文
字
制
限
を
設
け
た
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
連
詩
」
を
募
集
し
て
い
た
。



国
語
科
（
国
語
総
合
）
学
習
指
導
案

指
導
者

＊
＊

＊
＊

印

一

日

時

平
成
＊
＊
年
＊
月
＊
日
（
＊
曜
日
）

第
＊
時
間
目
（

分
）

50

二

学

級

第
一
学
年
＊
組

＊
名
（
男
子
＊
名

女
子
＊
名
）

三

単
元
名

読
み
比
べ
る
こ
と
で
、
詩
の
表
現
効
果
を
考
え
よ
う

四

単
元
の
目
標

（
１
）
文
章
の
構
成
や
展
開
を
確
か
め
、
内
容
や
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
評
価
し
た
り
、
書
き
手
の
意
図
を
捉
え
た
り
し

よ
う
と
す
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

（
２
）
文
章
の
構
成
や
展
開
を
確
か
め
、
内
容
や
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
評
価
し
た
り
、
書
き
手
の
意
図
を
捉
え
た
り
す

る
。（
読
む
能
力
）（
「
Ｃ
読
む
こ
と
」（
１
）
の
エ
）

（
３
）
文
や
文
章
の
組
み
立
て
、
語
句
の
意
味
、
用
法
及
び
表
記
の
仕
方
な
ど
を
理
解
し
、
語
彙
を
豊
か
に
す
る
。（
知

識
・
理
解
）（
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」（
１
）
の
イ
の
（
イ
））

五

取
り
上
げ
る
言
語
活
動
と
教
材

（
１
）
言
語
活
動

詩
と
散
文
を
読
み
比
べ
、
内
容
や
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
感
想
を
述
べ
た
り
、
場
面
の
展
開
に
従
っ
て
紙
芝
居
に

し
た
り
す
る
こ
と
。

（
２
）
教
材

三
好
達
治
「
甃
の
う
へ
」、
芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」（
『
国
語
総
合
』
＊
＊
出
版
）

六

単
元
の
具
体
的
な
評
価
規
準

（
１
）
文
章
の
内
容
や
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
、
根
拠
を
明
確
に
し
て
判
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

（
２
）
文
章
の
内
容
や
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
、
根
拠
を
明
確
に
し
て
判
じ
て
い
る
。（
読
む
能
力
）

（
３
）
文
や
文
章
の
組
み
立
て
、
語
句
の
意
味
、
用
法
及
び
表
記
の
仕
方
な
ど
を
理
解
し
、
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
。

（
知
識
・
理
解
）

七

指
導
観

（
１
）
単
元
観

韻
文
の
読
解
を
苦
手
と
す
る
生
徒
は
多
い
が
、
意
味
の
理
解
に
偏
っ
た
学
習
で
は
な
く
、
韻
文
特
有
の
表
現
効
果

を
感
じ
る
学
習
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
景
や
心
情
、
言
葉
の
リ
ズ
ム
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
学
習
者
観

真
面
目
で
学
習
に
意
欲
的
な
生
徒
が
多
い
が
、
授
業
中
は
受
動
的
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
学
習
等
を
通

じ
て
、
自
ら
考
え
、
意
見
を
述
べ
る
姿
勢
を
育
て
た
い
。

（
３
）
教
材
観

「
甃
の
う
へ
」
は
文
語
詩
で
あ
る
が
、
言
葉
は
比
較
的
平
易
で
、
リ
ズ
ム
が
美
し
く
、
情
景
を
思
い
浮
か
べ
や
す

い
。
音
読
や
黙
読
を
繰
り
返
し
、
既
習
の
「
羅
生
門
」
の
文
体
と
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
韻
文
特
有
の
場
面

展
開
や
リ
ズ
ム
を
体
感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
教
材
で
あ
る
。

八

単
元
の
指
導
計
画

（
配
当
時
間
３
時
間
）

次

言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
上
の
留

◇
評
価
規
準
、
◆
評
価
方
法
、

時
間

学

習

活

動

意
点

＊
努
力
を
要
す
る
状
況
と
評
価
し

た
生
徒
へ
の
支
援
の
手
だ
て

第
一
次

・
「
甃
の
う
へ
」
と
「
羅
生
門
」
（
行
分

・
言
葉
の
リ
ズ
ム
や
韻
律
の
違
い

◇
（
２
）

１
時
間

け
を
施
し
た
も
の
）
を
、
ペ
ア
で
読

に
気
付
か
せ
る
。

◆
記
述
の
確
認

み
比
べ
る
。（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
）

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
）

・
「
甃
の
う
へ
」
に
つ
い
て
、
意
味
の
分

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
様
子
を
観

◇
（
３
）

か
ら
な
い
語
句
・
視
点
人
物
・
季
節

察
し
、
解
決
で
き
て
い
な
い
課

◆
記
述
の
確
認

や
場
所
に
つ
い
て
、
五
人
グ
ル
ー
プ

題
が
あ
れ
ば
学
級
全
体
で
共
有

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ
）

で
話
し
合
っ
て
明
ら
か
に
す
る
。（
ワ

し
て
、
学
級
全
員
が
理
解
で
き

＊
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
内
容
に

ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ
）

る
よ
う
に
す
る
。

つ
い
て
、
対
話
を
通
し
て

理
解
を
深
め
さ
せ
る
。

資料５
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第
二
次

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
の
「
羅
生
門
」
と

・
主
語
と
述
語
に
注
目
さ
せ
、
詩

◇
（
１
）

２
時
間

「
甃
の
う
へ
」
を
紙
芝
居
に
す
る
と
、

の
一
行
が
散
文
の
一
文
と
同
様

◆
記
述
の
確
認

そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
の
場
面
に
分
け
ら

の
働
き
（
場
面
構
成
）
を
し
て

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅳ
）

れ
る
か
、
グ
ル
ー
プ
で
考
え
る
。（
ワ

い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。

ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ
）

・
グ
ル
ー
プ
内
で
分
担
を
決
め
て
、
紙

・
絵
の
巧
拙
は
問
わ
な
い
こ
と
、

◇
（
２
）

芝
居
を
作
る
。

そ
の
場
面
に
出
て
く
る
人
や
物

◆
記
述
の
分
析

に
着
目
す
る
こ
と
を
伝
え
る
。

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅴ
）

・
出
来
上
が
っ
た
紙
芝
居
を
他
の
班
と

・
前
半
と
後
半
の
場
面
の
対
比
か

見
せ
合
い
、
違
い
に
つ
い
て
考
え
る
。

ら
、
視
点
人
物
（
「
わ
れ
」
）
の

作
業
を
通
じ
て
、
詩
の
内
容
に
つ
い

心
情
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に

て
再
度
振
り
返
る
。（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

気
付
か
せ
る
。

Ⅳ
）

・
詩
に
描
か
れ
た
情
景
と
心
情
に
つ
い

て
読
み
取
っ
た
こ
と
を
、
詩
中
の
言

葉
を
根
拠
と
し
て
述
べ
る
。（
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
Ⅴ
）

九

本
時
（
全
３
時
間
中
の
３
時
間
目
）
の
目
標

場
面
の
対
比
に
注
目
し
、
視
点
人
物
の
心
情
を
読
み
取
る
（
読
む
能
力
）。

十

本
時
の
評
価
規
準

前
半
と
後
半
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
気
付
き
、
視
点
人
物
の
心
情
を
読
み
取
っ
て
い
る
（
読
む
能
力
）。

十
一

本
時
の
指
導

学
習
段
階

学
習
内
容

学

習

活

動

言
語
活
動
に
お
け
る
指
導
上
の
留
意
点

導
入

・
本
時
の
学
習

・
紙
芝
居
の
比
較
を
通
じ
て
作
品
を
読
み

・
紙
芝
居
の
比
較
は
、
詩
を
読
み
深
め
る

（
５
分
）

内
容
を
知
る
。

深
め
、
文
章
に
ま
と
め
る
こ
と
を
知
る
。

手
段
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

展
開

・
紙
芝
居
の
比

・
隣
の
班
と
紙
芝
居
を
比
べ
、
場
面
の
区

・
紙
芝
居
の
違
い
は
読
み
取
り
方
の
違
い

（

分
）

較
を
す
る
。

切
り
方
、
登
場
す
る
人
や
物
に
つ
い
て
、

を
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
、

40

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
。
気
付
い
た
こ

ど
ち
ら
が
よ
り
作
品
の
内
容
を
忠
実
に

と
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅳ
に
ま
と
め
る
。

反
映
し
て
い
る
か
、
考
え
さ
せ
る
。

・
学
級
全
体
で
一
つ
の
紙
芝
居
を
鑑
賞
し
、

自
分
の
班
の
紙
芝
居
と
比
べ
て
気
付
い

・
明
ら
か
な
誤
読
を
し
て
い
る
班
が
な
い

た
こ
と
を
指
摘
し
合
う
。
詩
に
つ
い
て

か
確
認
し
、
あ
れ
ば
誤
り
に
気
付
か
せ

の
新
た
な
気
付
き
を
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

る
。

Ⅳ
に
ま
と
め
る
。

・
詩
の
読
解
を

・
詩
の
情
景
と
「
わ
れ
」
の
心
情
に
つ
い

文
章
に
ま
と

て
、
詩
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
ワ
ー

め
る
。

ク
シ
ー
ト
Ⅴ
に
ま
と
め
る
。

終
結

・
次
時
の
内
容

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ
、
Ⅳ
、
Ⅴ
を
回
収
す

（
５
分
）

を
知
る
。

る
。

十
二

御
高
評



詩
の
表
現
効
果
に
つ
い
て
考
え
よ
う

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ

（

）
組
（

）
番

氏
名
（

）

課
題
一

「
甃
の
う
へ
」
と
「
羅
生
門
」
（
行
分
け
）
を
読
み
比
べ
て
み
よ
う
（
ペ
ア
音
読
）
。

Ａ

「
甃
の
う
へ
」
（
韻
文
）

甃
の
う
へ

三
好
達
治

あ
は
れ
花
び
ら
な
が
れ

を
み
な
ご
に
花
び
ら
な
が
れ

を
み
な
ご
し
め
や
か
に
語
ら
ひ
あ
ゆ
み

う
ら
ら
か
の
跫
音
空
に
な
が
れ

を
り
ふ
し
に
瞳
を
あ
げ
て

翳
り
な
き
み
寺
の
春
を
す
ぎ
ゆ
く
な
り

み
寺
の
甍
み
ど
り
に
う
る
ほ
ひ

廂
々
に

風
鐸
の
す
が
た
し
づ
か
な
れ
ば

ひ
と
り
な
る

わ
が
身
の
影
を
あ
ゆ
ま
す
る
甃
の
う
へ

Ｂ

「
羅
生
門
」
（
散
文
）
※
比
較
の
た
め
に
行
分
け
を
施
し
た
。

羅
生
門

芥
川
龍
之
介

す
る
と
、
老
婆
は
、

見
開
い
て
い
た
目
を
、

い
っ
そ
う
大
き
く
し
て
、

じ
っ
と

そ
の
下
人
の
顔

を
見
守
っ
た
。

ま
ぶ
た
の
赤
く
な
っ
た
、
肉
食
鳥
の
よ
う
な
、
鋭
い
目

で
見
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
し
わ
で
、
ほ
と
ん
ど
、
鼻
と
一
つ
に
な
っ
た
唇
を

何
か

物
で
も
か
ん
で
い
る
よ
う
に
、
動
か
し
た
。

細
い
喉
で
、
と
が
っ
た
喉
ぼ
と
け

の
動
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。

設
問

音
読
し
た
印
象
が
ど
の
よ
う
に
違
う
か
、
そ
の
理
由
も
考
え
て
記
し
て
み
よ
う
。

資料５
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詩
の
表
現
効
果
に
つ
い
て
考
え
よ
う

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ

課
題
二

「
甃
の
う
へ
」
に
つ
い
て
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
グ
ル
ー
プ
で
解
明
し
よ
う
。

（

）
組
（

）
番

氏
名
（

）

設
問
１

「
甃
の
う
へ
」
に
つ
い
て
、
意
味
の
分
か
ら
な
い
言
葉
を
挙
げ
、
話
し
合
っ
て
解
決

し
よ
う
（
国
語
辞
典
使
用
可
）
。

設
問
２

こ
の
詩
は
誰
の
視
点
か
ら
描
か
れ
て
い
る
か
（
「
花
び
ら
」
「
お
み
な
ご
」
「
み
寺

の
甍
」
を
見
て
い
る
の
は
誰
か
）
。
考
え
て
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

設
問
３

設
問
２
の
人
物
は
、
ど
の
よ
う
な
人
（
性
別
・
年
齢
・
身
分
・
そ
の
他
）
か
、
ま
た

今
ど
ん
な
気
持
ち
な
の
だ
ろ
う
か
。
想
像
し
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

設
問
４

こ
の
詩
の
季
節
、
場
所
を
考
え
よ
う
。
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詩
の
表
現
効
果
に
つ
い
て
考
え
よ
う

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ

（

）
組
（

）
番

氏
名
（

）

課
題
三

「
甃
の
う
へ
」
と
行
分
け
さ
れ
た
「
羅
生
門
」
と
を
グ
ル
ー
プ
で
紙
芝
居
に
し
て
み
よ
う
。

設
問
１

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
の
「
羅
生
門
」
を
紙
芝
居
に
す
る
と
、
い
く
つ
の
場
面
に
な
る
か
。

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
区
切
っ
て
み
よ
う
。

第
１
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
２
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
３
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
４
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
５
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
６
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
７
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
８
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
９
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第

場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

10

設
問
２

「
甃
の
う
へ
」
を
紙
芝
居
に
す
る
と
、
い
く
つ
の
場
面
に
な
る
か
。
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
い
、
区
切
っ
て
み
よ
う
。

第
１
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
２
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
３
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
４
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
５
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
６
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
７
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
８
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第
９
場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

第

場
面

【

】
か
ら
【

】
ま
で

10

設
問
３

区
切
る
上
で
手
が
か
り
と
な
っ
た
の
は
ど
ん
な
こ
と
か
。
話
し
合
っ
て
記
そ
う
。

設
問
４

韻
文
と
散
文
の
違
い
に
つ
い
て
、
気
付
い
た
こ
と
を
話
し
合
っ
て
記
そ
う
。
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詩
の
表
現
効
果
に
つ
い
て
考
え
よ
う

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅳ

（

）
組
（

）
番

氏
名
（

）

課
題
四

「
甃
の
う
へ
」
を
実
際
に
紙
芝
居
に
し
て
み
よ
う
（
グ
ル
ー
プ
内
で
分
担
し
、
一
つ
の
場
面

を
一
枚
の
紙
に
描
く
）
。

設
問
１

自
分
の
担
当
部
分
（

行
目
～

行
目
）
を
紙
芝
居
に
す
る
に
当
た
っ
て
、
困

っ
た
こ
と
、
苦
労
し
た
こ
と
は
何
か
。

設
問
２

で
き
た
紙
芝
居
を
と
な
り
の
班
と
見
せ
合
っ
て
、
違
い
を
指
摘
し
合
お
う
。

設
問
３

代
表
の
班
の
作
品
を
見
て
、
疑
問
や
意
見
を
出
し
合
お
う
。

設
問
４

設
問
１
～
３
を
通
じ
、
詩
の
内
容
に
つ
い
て
新
た
に
分
か
っ
た
こ
と
を
記
そ
う
。
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詩
の
表
現
効
果
に
つ
い
て
考
え
よ
う

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅴ

（

）
組
（

）
番

氏
名
（

）

課
題
五

詩
に
描
か
れ
た
情
景
と
、
視
点
人
物
の
心
情
を
百
五
十
字
程
度
で
述
べ
な
さ
い
。
心
情

に
つ
い
て
は
、
あ
な
た
が
な
ぜ
そ
う
判
断
し
た
の
か
、
根
拠
と
な
る
詩
の
中
の
表
現
を
挙

げ
て
述
べ
る
こ
と
。



国
語
科
（
国
語
総
合
）
案

指
導
者

＊
＊

＊
＊

印

一

日

時

平
成
＊
年
＊
月
＊
日
（
＊
曜
日
）

第
＊
時
間
目
（

分
）

50

二

学

級

第
一
学
年
＊
組

＊
＊
名

三

単
元
名

場
面
を
思
い
描
く
こ
と
の
で
き
る
短
歌
を
つ
く
ろ
う

四

単
元
の
目
標

（
１
）
優
れ
た
短
歌
を
読
ん
で
そ
の
特
長
を
と
ら
え
た
り
、
自
作
の
短
歌
に
つ
い
て
自
己
評
価
や
相
互
評
価
を
行
っ
た

り
し
て
、
自
分
の
表
現
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

（
２
）
優
れ
た
短
歌
を
読
ん
で
そ
の
特
長
を
と
ら
え
た
り
、
自
作
の
短
歌
に
つ
い
て
自
己
評
価
や
相
互
評
価
を
行
っ
た

り
し
て
、
自
分
の
表
現
に
役
立
て
る
。（
書
く
能
力
）（
「
Ｂ

書
く
こ
と
」（
１
）
の
エ
）

（
３
）
短
歌
に
お
け
る
表
現
の
特
色
に
つ
い
て
理
解
す
る
。（
知
識
・
理
解
）（
〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質

に
関
す
る
事
項
（
１
）
の
イ
の
（
ア
）
〕）

五

取
り
上
げ
る
言
語
活
動
と
教
材

（
１
）
言
語
活
動

情
景
や
心
情
の
描
写
を
取
り
入
れ
て
、
短
歌
を
つ
く
る
こ
と
。（
「
Ｂ
書
く
こ
と
」（
２
）
の
ア
）

（
２
）
教
材
「
短
歌
十
二
首
」（
正
岡
子
規
な
ど
）（
『
国
語
総
合
』
＊
＊
出
版
）

六

単
元
の
具
体
的
な
評
価
規
準

（
１
）
短
歌
に
お
け
る
表
現
の
特
色
を
知
っ
て
作
品
づ
く
り
に
役
立
て
た
り
、
自
己
評
価
や
相
互
評
価
を
行
っ
て
よ
り

よ
い
作
品
を
つ
く
っ
た
り
し
よ
う
と
し
て
い
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
）

（
２
）
短
歌
に
お
け
る
表
現
の
特
色
を
知
っ
て
作
品
づ
く
り
に
役
立
て
た
り
、
自
己
評
価
や
相
互
評
価
を
行
っ
て
よ
り

よ
い
作
品
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
る
。（
書
く
能
力
）（
「
Ｂ

書
く
こ
と
」（
１
）
の
エ
）

（
３
）
短
歌
に
お
け
る
語
句
の
選
択
や
表
現
の
仕
方
の
特
徴
に
つ
い
て
、
理
解
し
て
い
る
。（
知
識
・
理
解
）

七

指
導
観

（
１
）
単
元
観

短
歌
は
、
短
い
言
葉
に
よ
っ
て
一
つ
の
場
面
を
想
像
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
作
者
の
思
い
の
一
端
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
文
学
形
式
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
短
歌
の
特
徴
を
知
り
、
工
夫
し
て
場
面
を
想
像
し
や
す
い
短
歌

を
つ
く
っ
て
み
る
。
こ
の
言
語
活
動
に
よ
り
、
表
現
力
を
よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
級
友
の
作

品
を
読
み
、
批
評
す
る
言
語
活
動
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
と
作
者
の
思
い
描
く
場
面
が
読
み
手
に
伝

わ
る
の
か
が
実
感
で
き
、
批
評
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
学
習
者
観

文
章
を
書
く
こ
と
は
好
き
で
は
な
い
が
、
創
作
的
な
活
動
に
は
積
極
的
に
取
り
組
む
生
徒
が
多
い
。
級
友
と
作

品
を
読
み
合
い
、
批
評
し
た
り
投
票
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
級
友
の
作
品
を
読
む
楽
し
さ
や
、
自
分
の

思
い
が
相
手
に
伝
わ
る
喜
び
を
感
じ
、
表
現
に
対
す
る
意
欲
や
書
く
力
を
高
め
て
ほ
し
い
。

（
３
）
教
材
観

近
代
短
歌
に
は
、
場
面
や
情
景
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
の
心
情
を
伝
え
る
作
品
が
多
い
。
教
科
書
掲
載

の
近
代
短
歌
は
、
短
い
言
葉
で
場
面
を
印
象
的
に
伝
え
る
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
の
、
格
好
の
教
材
で
あ
る
。

八

単
元
の
指
導
計
画
〔
配
当
時
間
４
時
間
〕

次

◇
評
価
規
準
、
◆
評
価
方
法
、

時

間

学

習

活

動

言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
上
の
留
意
点

＊
努
力
を
要
す
る
状
況
と
評
価

し
た
生
徒
へ
の
支
援
の
手
だ
て

第
１
次

・
「
く
れ
な
ゐ
の
」（
子
規
）、

・
短
歌
の
意
味
が
お
お
よ
そ
理
解
で
き

◇
（
３
）

「
そ
の
子
二
十
」（
晶
子
）、

る
よ
う
に
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
、
◆
記
述
の
確
認
（
ノ
ー
ト
）

１
時
間

「
不
来
方
の
」（
啄
木
）
、「
白

難
解
な
言
葉
や
文
法
に
つ
い
て
は
、

行
動
の
観
察
（
ペ
ア
活
動
）

鳥
は
」
（
牧
水
）
、
「
春
の

簡
単
に
解
説
す
る
。

鳥
」
（
白
秋
）
、
「
の
ど
赤

き
」
（
茂
吉
）
、
「
マ
ッ
チ

擦
る
」
（
修
司
）
の
歌
を

繰
り
返
し
音
読
し
、
ど
ん

な
場
面
を
想
像
す
る
か
、

ペ
ア
で
話
し
合
う
。

・
場
面
を
想
像
さ
せ
る
言
葉

・
「
色
彩
」
「
数
詞
」
「
動
植
物
名
」
な

や
表
現
に
傍
線
を
引
き
、

ど
、
対
象
の
映
像
が
浮
か
ぶ
よ
う
な

ど
の
よ
う
な
言
葉
に
よ
っ

言
葉
を
使
っ
た
り
、「
季
節
」「
時
間
」

資料６
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て
、
読
者
は
場
面
を
思
い

「
場
所
」
「
地
名
」
な
ど
を
限
定
し

描
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
場
面
が

班
で
話
し
合
い
、
ノ
ー
ト

想
像
し
や
す
く
な
る
こ
と
に
気
付
か

に
ま
と
め
る
。
そ
の
後
ク

せ
る
。

ラ
ス
全
員
で
共
有
す
る
。

第
２
次

・
読
み
手
が
場
面
を
思
い
描

・
窓
か
ら
外
を
眺
め
た
り
、
写
真
や
図

◇
（
２
）

き
や
す
い
よ
う
に
工
夫
を

鑑
を
眺
め
た
り
で
き
る
よ
う
、
図
書

◆
記
述
の
確
認

１
時
間

し
て
短
歌
を
つ
く
り
、
ワ

室
な
ど
で
行
う
と
よ
い
。
生
徒
の
実

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ

ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
に
記
す
。

態
や
校
内
の
事
情
に
配
慮
し
た
上
で
、

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
を
ペ
ア

短
歌
を
つ
く
る
活
動
は
、
中
庭
や
グ

と
交
換
し
て
読
み
合
う
。

ラ
ウ
ン
ド
等
で
行
っ
て
も
よ
い
。

ペ
ア
は
感
想
と
評
価
を
記

・
短
歌
や
俳
句
は
、
作
者
の
「
伝
え
る

し
て
、
作
者
に
返
却
す
る
。

力
」
と
、
読
者
の
「
読
み
取
る
力
」

・
ペ
ア
以
外
の
二
、
三
人
に

が
両
方
あ
っ
て
成
立
す
る
文
学
だ
と

も
読
ん
で
も
ら
い
、
自
由

い
う
こ
と
を
伝
え
る
。

コ
メ
ン
ト
欄
に
メ
モ
す
る
。

・
ペ
ア
等
の
評
価
を
参
考
に

・
全
員
の
提
出
作
品
を
無
記
名
の
プ
リ

し
て
、
推
敲
し
た
り
新
た

ン
ト
に
し
て
全
員
で
読
み
、
気
に
入

な
作
品
を
つ
く
っ
た
り
し

っ
た
作
品
に
投
票
し
、
結
果
を
公
表

て
、
提
出
作
品
と
す
る
。

す
る
こ
と
を
伝
え
る
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
を
回
収
す
る
。

第
３
次

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ
の
提
出
作
品
を
、

◇
（
１
）

無
記
名
の
プ
リ
ン
ト
に
し
、
通
し
番

◆
記
述
の
分
析

２
時
間

号
を
付
け
て
配
布
す
る
。
批
評
会
が

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ

行
い
や
す
い
よ
う
、
教
室
の
座
席
に

合
わ
せ
て
作
品
を
配
列
す
る
と
よ
い
。

・
ク
ラ
ス
全
員
の
作
品
（
無

・
指
導
者
ま
た
は
生
徒
が
音
読
す
る
。

◇
（
２
）

記
名
）
を
、
読
み
味
わ
う
。

よ
い
と
思
う
作
品
に
印
を
つ
け
て
お

◆
記
述
の
分
析

く
よ
う
指
示
す
る
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ
（
最
終
作

・
自
分
の
作
品
の
前
の
番
号

・
批
評
は
、
「
ど
の
言
葉
や
表
現
が
よ

品
）

の
作
品
（
１
番
の
作
品
の

か
っ
た
か
」
「
ど
ん
な
場
面
や
ど
ん

生
徒
は
、
最
後
の
作
品
）

な
心
情
が
伝
わ
っ
て
き
た
か
」
を
書

と
、
よ
い
作
品
だ
と
思
う

く
よ
う
指
導
す
る
。

３
首
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ
を
回
収
す
る
。

シ
ー
ト
Ⅱ
の
評
価
票
に
、

・
次
時
に
短
歌
一
首
（
最
終
作
品
）
を

作
品
番
号
と
批
評
を
書
く
。

提
出
す
る
こ
と
を
予
告
す
る
。

・
得
票
数
を
集
計
し
、
人
気
作
品
ベ
ス

ト
３
を
把
握
し
て
お
く
。
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
Ⅱ
を
切
り
離
し
、
評
価
票
を
、

作
者
ご
と
に
ま
と
め
て
お
く
。

・
班
別
批
評
会
を
行
う
。

・
批
評
の
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
る
。

・
人
気
作
品
ベ
ス
ト
３
に
つ

・
作
者
名
の
入
っ
た
作
品
プ
リ
ン
ト
を

い
て
、
ペ
ア
で
感
想
を
述

配
り
、
人
気
作
品
ベ
ス
ト
３
に
つ
い

べ
合
う
。

て
優
れ
て
い
る
点
を
分
析
さ
せ
る
。

・
評
価
票
を
読
み
、
最
終
作

・
評
価
票
を
作
者
に
渡
す
。

品
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ
に

・
最
終
作
品
は
、
作
者
名
入
り
の
学
級

記
す
。

詞
華
集
と
し
て
ま
と
め
、
後
日
配
布

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ
に
振
り

す
る
こ
と
を
伝
え
る
。

返
り
を
記
入
す
る
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ
を
回
収
す
る
。
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九

本
時
の
目
標

自
己
評
価
・
相
互
評
価
を
通
し
て
、
場
面
を
想
像
で
き
る
短
歌
を
つ
く
る
表
現
方
法
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、
自

分
の
表
現
に
役
立
て
る
。（
書
く
能
力
）

十

本
時
の
評
価
規
準

自
己
評
価
・
相
互
評
価
を
通
し
て
、
場
面
を
想
像
で
き
る
短
歌
を
つ
く
る
表
現
方
法
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、
情

景
や
心
情
の
よ
り
よ
く
伝
わ
る
短
歌
を
つ
く
っ
て
い
る
。（
書
く
能
力
）

十
一

本
時
（
全
４
時
間
中
の
４
時
間
目
）
の
指
導

学
習
段
階

学
習
内
容

学
習
活
動

言
語
活
動
に
お
け
る
指
導
上
の
留
意
点

導
入

・
作
品
の
批
評
会
と
最
終
作

①
前
時
に
配
布
し
た
プ
リ
ン

①
相
互
評
価
を
通
し
て
、
場
面
を
想
像
で

（
２
分
）

品
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を

ト
の
作
品
番
号
順
に
、
四

き
る
短
歌
を
つ
く
る
方
法
に
つ
い
て
考

知
り
、
班
活
動
の
準
備
を

人
一
組
で
班
を
つ
く
る
。

え
を
深
め
る
と
い
う
、
本
時
の
目
標
を

す
る
。

示
す
。

展
開
１

・
班
別
に
批
評
会
を
行
う
。

②
司
会
者
を
決
め
、
一
首
に

②
「
ど
ん
な
場
面
を
想
像
し
た
か
」
「
ど

（

分
）

つ
き
四
分
（
一
人
一
分
）

の
表
現
が
よ
い
か
」
「
ど
の
部
分
が
伝

18

程
度
で
コ
メ
ン
ト
を
す
る
。

わ
ら
な
い
か
」
を
述
べ
る
こ
と
、
気
付

い
た
こ
と
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ
の
メ
モ

欄
に
記
す
こ
と
を
指
示
す
る
。

展
開
２

・
作
者
名
入
り
の
作
品
プ
リ

③
人
気
作
品
ベ
ス
ト
３
の
よ

③
人
気
作
品
ベ
ス
ト
３
を
口
頭
で
発
表

（

分
）

ン
ト
を
読
み
、
人
気
作
品

い
点
に
つ
い
て
ペ
ア
で
話

し
、
場
面
を
想
像
で
き
る
短
歌
を
つ
く

10

ベ
ス
ト
３
を
知
る
。

し
合
い
、
そ
の
後
プ
リ
ン

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
表
現
の
工
夫
が

ト
を
読
ん
だ
感
想
を
話
し

さ
れ
て
い
る
か
、分
析
す
る
よ
う
促
す
。

合
う
。

展
開
３

・
自
作
へ
の
評
価
票
を
読

④
評
価
票
を
読
み
、
こ
れ
ま

④
評
価
票
を
作
者
に
渡
し
、
教
科
書
の
作

（

分
）

み
、最
終
作
品
を
つ
く
る
。

で
の
学
習
を
踏
ま
え
て
最

品
や
自
己
評
価
・
相
互
評
価
を
参
考
に

18

・
単
元
の
学
習
を
振
り
返

終
作
品
を
つ
く
り
、
ワ
ー

し
て
、
最
終
作
品
を
つ
く
る
よ
う
指
示

る
。

ク
シ
ー
ト
Ⅲ
に
記
す
。

す
る
。
最
終
作
品
は
旧
作
で
も
新
作
で

⑤
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ
に
振
り

も
よ
い
が
、
旧
作
の
場
合
は
必
ず
推
敲

返
り
を
記
入
す
る
。

し
た
も
の
を
提
出
す
る
よ
う
伝
え
る
。

提
出
さ
れ
た
作
品
は
、
後
日
学
級
詞
華

集
と
し
て
作
者
名
入
り
の
プ
リ
ン
ト
に

し
て
配
布
す
る
こ
と
を
伝
え
る
。

終
結

・
次
時
の
内
容
を
確
認
す

⑥
次
の
教
材
の
確
認
を
す
る
。
◆
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ
を
回
収
し
、
「
記
述

（
２
分
）

る
。

の
分
析
」
に
よ
っ
て
評
価
す
る
。

十
二

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ
の
評
価
基
準
（
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
）

「
班
別
批
評
会
の
メ
モ
」「
振
り
返
り
（
ａ
）
」
を
踏
ま
え
て
、
「
時
間
・
場
所
・
季
節
・
天
候
」
な
ど
の

情
報
を
示
し
た
り
、
「
色
彩
」
「
数
詞
」
「
動
植
物
名
」「
地
名
」
な
ど
を
具
体
的
に
表
す
こ
と
に
よ
り
、
読

３

み
手
が
場
面
を
思
い
浮
か
べ
や
す
い
短
歌
を
つ
く
り
、
心
情
を
伝
え
て
い
る
。

「
班
別
批
評
会
の
メ
モ
」「
振
り
返
り
（
ａ
）
」
を
踏
ま
え
て
、
「
時
間
・
場
所
・
季
節
・
天
候
」
な
ど
の

情
報
や
、
「
色
彩
」
「
数
詞
」
「
動
植
物
名
」
「
地
名
」
な
ど
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
読
み
手
が
場
面
を
思
い

２

浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
短
歌
を
つ
く
っ
て
い
る
。

「
時
間
・
場
所
・
季
節
・
天
候
」
な
ど
の
情
報
を
示
し
た
り
、「
色
彩
」
「
数
詞
」「
動
植
物
名
」
「
地
名
」

な
ど
を
具
体
的
に
表
し
た
り
し
て
い
な
い
た
め
、読
み
手
に
場
面
や
心
情
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

１

十
三

御
高
評



ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅰ

〔

組

番

氏
名

〕

☆
場
面
を
思
い
描
く
こ
と
の
で
き
る
短
歌
を
つ
く
ろ
う

☆
自
歌
自
注

ど
ん
な
場
面
や
気
持
ち
を
伝
え
た
か
っ
た
か
、
文
章
で
記
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ペ
ア
の
感
想
・
評
価

〔
ペ
ア
…

組

番

氏
名

〕

☆
作
者
の
伝
え
た
か
っ
た
場
面
が
（
Ａ

よ
く
分
か
る

Ｂ

だ
い
た
い
分
か
る

Ｃ

分
か
ら
な
い
）

☆
感
想
及
び
改
善
点

☆
ペ
ア
以
外
の
感
想
・
評
価
な
ど
（
自
由
メ
モ
欄
）

☆
推
敲
後
の
作
品
（
新
た
な
作
品
で
も
よ
い
）
→
提
出
作
品
と
す
る
。

ペ
ア
の
感
想
・
評
価
を
参
考
に
し
て
、
自
作
を
推
敲
し
た
り
、
新
た
な
作
品
を
つ
く
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

資料６



ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅱ

評
価
票
〔
自
分
の
作
品
の
一
つ
前
の
番
号
の
作
品
＋
気
に
入
っ
た
作
品
３
首
＝
４
首

に
つ
い
て
批
評
を
書
く
〕

自
分
の
作
品
の
前
の
番
号
〔

〕
番

批
評
者
氏
名
〔

〕

感
想
・
批
評

場
面
が
（
Ａ

よ
く
分
か
る

Ｂ

だ
い
た
い
分
か
る

Ｃ

分
か
ら
な
い
）

優
れ
て
い
る
と
思
う
作
品
の
番
号
〔

〕
番

批
評
者
氏
名
〔

〕

感
想
・
批
評

場
面
が
（
Ａ

よ
く
分
か
る

Ｂ

だ
い
た
い
分
か
る

Ｃ

分
か
ら
な
い
）

優
れ
て
い
る
と
思
う
作
品
の
番
号
〔

〕
番

批
評
者
氏
名
〔

〕

感
想
・
批
評

場
面
が
（
Ａ

よ
く
分
か
る

Ｂ

だ
い
た
い
分
か
る

Ｃ

分
か
ら
な
い
）

優
れ
て
い
る
と
思
う
作
品
の
番
号
〔

〕
番

批
評
者
氏
名
〔

〕

感
想
・
批
評

場
面
が
（
Ａ

よ
く
分
か
る

Ｂ

だ
い
た
い
分
か
る

Ｃ

分
か
ら
な
い
）

資料６



資料６

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ⅲ

〔

組

番

氏
名

〕

☆
班
別
批
評
会
の
メ
モ

相
互
評
価
を
聞
い
て
、
気
付
い
た
こ
と
や
参
考
に
な
っ
た
意
見
を
記
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
最
終
作
品

自
己
評
価
や
相
互
評
価
を
参
考
に
し
て
、
最
終
作
品
を
つ
く
り
、
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
授
業
で
提
出
し
た
作

品
を
推
敲
し
た
も
の
で
も
、
新
作
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
以
前
提
出
し
た
も
の
と
一
字
一
句
違
わ
な
い
作
品
の

提
出
は
認
め
ま
せ
ん
。
二
首
以
上
記
し
た
場
合
は
、
一
首
を
選
ん
で
学
級
詞
華
集
に
掲
載
し
ま
す
。

☆
自
歌
自
注

ど
ん
な
場
面
や
気
持
ち
を
伝
え
た
か
っ
た
か
、
文
章
で
記
し
ま
し
ょ
う
。

☆
振
り
返
り

①
場
面
を
思
い
描
く
こ
と
の
で
き
る
短
歌
を
つ
く
る
方
法
に
つ
い
て
、
理
解
し
た
こ
と
を
記
し
ま
し
ょ
う
。

②
こ
の
単
元
に
つ
い
て
の
感
想
を
記
し
ま
し
ょ
う
。


